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ボーリング柱状図
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栃木県　安足土木事務所 2010-07-31 ～ 2010-08-04
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礫はφ10～20mmの角礫を主体に
コア長3～5cm(推定
φ80～150mm程)の岩塊を混入す
る。マトリックスは中～粗砂分と
少量の細粒土分で構成され、礫間
を非常に緩く充填する。GL-
0.7m以深、細粒土分を優勢する。
土は火山灰質で粘土化進行を伴い
、部分的に砂分の含有が見られる
。

GL-2.95～3.3m間、礫分の混入が
多く、粘土質砂礫状を呈す。

礫はφ5～20mmの亜角礫を主体に
最大φ40mm程を混入する。

GL-5.25～5.5m間、礫分をやや多
く含む。

土砂用刃先(メタルクラウンビット
)で容易に掘進できる。

風化・変質が岩芯にまで達し、原
岩組織は殆ど残さない。

コアは固結を伴う砂質粘土状で採
取される。

全体にφ5～20mm程の岩片を認め
、GL-8.45～8.6m間は集中区間と
なる。
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